
 

 

 

 

子どもたちの安心・安全な登下校のために 

 

 

7月 22日（水）、令和 8年度 東札幌小学校スクールゾーン実行委員会を開催いたしました。当日はお

忙しい中、多数の皆様にご参加いただき、心から感謝申し上げます。 

今回は、学校職員と地域の役員の皆様が顔を合わせ、各団体の取組や通学路の状況について情報交流を

行いました。地域の皆様が、毎日子どもたちの安全をしっかりと守ってくださっていることを改めて知る貴

重な機会となりました。皆様からのご意見を参考に、今後の登下校の安全確保に生かしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通指導員・スクールガード・地域の皆様、いつもありがとうございます。 

今後も子どもたちへの見守りと声掛けをよろしくお願いいたします。 

令和８年(2026年)７月23日（木） 

札幌市立東札幌小学校 

スクールゾーン実行委員会 

アメリカオニアザミに注意！ 

安全指導に関わる情報交流の中で話題になりました。 

葉や茎に鋭いトゲがあり、触れると人や動物がけがをするおそれがあります。 

また、綿毛のついた種子が風などで広がり、数を増やします。 

• 花が咲く前・種子ができる前に駆除する。 

• 厚手の革手袋、長袖・長ズボンを着用し、素手では触らない。 

• スコップで周囲の土ごと掘り、根を残さない。再生した場合は再度駆除する。 

• 花や綿毛がある場合は先に袋へ入れ、種子を飛散させない。 

• 抜いた株は袋に密封し、地域のごみ分別ルールに従って処分する。 

※新聞紙等で包むなどして燃えるゴミとして処分するとよいそうです。 

話し合われた主な内容 

• 町内会で「防犯ボランティア」や「子ども 110番」の登録を広げる。 

• 大人も交通ルールを守り、交差点では子どもの手本となる。 

• 交通量の多い道路や交差点の危険箇所を継続して確認する。 

• 「止まる・見る・聞く・待つ」を子どもたちに徹底する。 

• 自転車乗車時のヘルメット着用を家庭でも呼び掛ける。 

• 保護者にも登下校の様子を知ってもらい、PTAを通じて協力を呼び掛ける。 

• 工事などで安全確保が必要な場所には、誘導員の配置等を関係機関へ要望する。 

 


